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2台の Ka 帯 レー ダに よる降雪粒子 の対向観測実験
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1．は O めに

　Ka帯 レ ーダを用 い た 降雪粒子 の 観 測は少 な く、 そ

の 等価 レーダ反射函子 （Z。），及 び 減衰率 （k）を観測

か ら示 した研究 は こ れ ま で行われ て い なか っ た。降雪

粒子 の 島Z潤 係は、Ka帯電波の 降雪粒子 に よる散乱や

消 散に関す る重要 な情報で あ る。本研 究グル ープは 、

宇宙航窪研究開発機 講が攤 発 し た全球降水観測計画

（GPM ）1二 周波降水 レーダ （1）PR）地上検註用デ ュ ア

ル 晦 レ
ーダシ ス テ ム （jAXA 　Ka レーダ シ ス テ ム ）を

用 い て 、対 向観測 に よ り様 々 な降水形態 の Z
．
と肋 測

定を行 っ て い る 。 これ らの データセ ッ トは 、GひMIDPR

の ア ル ゴ リズ ム 嬲登 の た めに用 い る こ とを想 定 して

い る。

　 これ まで に 20鷺 年度冬期に長岡 に お い て 、主 に 湿

雪 を対象 として 対向観測を行い 、 k−Ze関係は 湿雪、乾

雪 、霰 で 異 なる こ とを、羅Z。関係と地 E気温や 2Dデ

ィ ス ドロ メ
ー

タ （2DVD ）の 形状データ との 沈 較か ら

明 らかに した （碾川 ほ か，2013｝。 2012年度冬期に 札幌

にお い て も、 霊に乾雪 を対象と して 同様の構成の 対囀

観測を行 っ た。本研 究 で は 、降雪粒 子 の 洛Z潤 係 の 挙

動 を理 解す る こ とを 目的 に 、長 岡 と札 幌 で 得 られ た

k−Z
。 関係を、気温 などの 地上観測デー

タによ り分類 し

比 較を行 っ た結果を示 す。

2．観測 とデ
ー

タ

　本研究 で は 、 2台 の 同 じ Ka レーダ （SNOOI，SNOO2）

か らなる JAXA 　Ka レ
ー

ダシ ス テ ム を使爾 した 。
・送信

周波数は ともに 35．25GHz で あ る 。 長岡観測の 概要は

西川 ほか （2012）に認載 して あ る。 こ こ で は札 幌観測

の 概要 を記述す る。 Ka レ
ーダ SNOOI を北海道札幌1

’b
’

の 北海道 大学 ・創成研究機構 の 崖 上 に、Ka レ
ー

ダ

SNOG2 を同地 の 札幌 ウ ィ ン タ
ー

ス ポ
ー

ツ ミ th ・一ジ ア

ム の 鷹 上 に設 鷹 し た。両サイ ト間 の 水平距離は 5．15

km で ある。両サイ トの ほ ぼ中聞地点 （SNOO 正 か ら約

2．5   ）に地上降水観測 シ ス テ ム （中川 まか ，
201e）

を設置 した。こ の シ ス テ ム は 2DVD やパ ーシ ベ ル を

備え て お り、降水粒子 の 形状や粒径分布の 情報を得る

こ とが で きる。2 台の Ka レ ーダの 仰角は 、 地圭デー

タ と比 較する た め 地 上降水観測 シ ス テ ム 上 で 両 ビー

ム が 交差し、か っ 地 面 ク ラ ッ タ を避け る よ う SNeel

の 仰角を 05 °

に、SNOO2 の 仰角を 3．5°

に設定 した 。

3．結果

　長 冊観測 にお けるk−Z，，プ o ッ トを地上気温 0〜2 ℃

で 0．5 °C毎に分類 した結果 を図に示す 。 地上気温が 0
〜0．5 °C の ときは、kが一

定 、または僅か に増湘 して い

た。こ の ときの k−Zc，プ ロ ッ トは 、 乾雪や霰に よる もの

と考え られ る。地 上気温 が 05〜1 °Cになると、主 と

して kの 値が 急 に 増加 し た。っ ま りk’Z
。
プ ロ ッ トの

一

部は湿雪によるもの に変化 した と考え られ る。地 上気

温 が 1℃ 以上になると設 とZ
，
の 両方の値が増加 した．

こ れ は 、洛Z
。
プ ロ ッ トの 大部分 が 湿雪によ る もの で あ

っ た と考え られ る。今後 は地上気温 が 0．5 °C付近 とき

の 鯉々 の 事 例 に お ける kとZeの遷移を詳 し く調べ る予

定 で あ る 。

　 また、発裹 で は、札幌観 測にお い て 地．ヒ気温 が 0〜

2 ℃ 付近 の ときに得 られたk−Z，
　Jf　m ッ トを岡様 に 05

℃ 毎に分類 して 示す。そ し て 、lt−Zeプ ロ ッ トの 気瀛依

存性 や そ の 挙動 を長岡観測の 結果 と比 較 し、議論する

予定で あ る 。
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図 長岡観測 にお ける気温 に よ り分類 したk−Zeプ ロ ッ ト。

（地 上気温 G〜2 °C の と きの k−Z
。
プ ロ ッ トを、05 ℃ 毎 に

分類 した 。 ）
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